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研究要旨 
 本研究は、保育所において、特別な⽀援や配慮の必要な保護者への対応を保育⼠が⾏う
上で、①どのような⽀援プロセスによって適切な⼦育て環境構築が可能となったのか、②
保育所内での他保育⼠及び他職種間と保護者に関する情報共有のツール開発、③ ①②の
知⾒を踏まえて、F-SOAIP による保護者対応の記録の蓄積と活⽤の実態調査という⽬的
を検討する。研究全体の⽬的と年度の計画は図 1 の通りである。 
 令和 4（2022）年度では、①諸外国における⼦育て⽀援関係の先⾏研究のレビューを⾏
い、②特別な⽀援や配慮の必要な保護者に対して、保育⼠と連携しながら⽀援を⾏う他職
種連携者がどのような⽀援を⾏っているのか、そのプロセスをインタビュー調査から明
らかにするとともに、③保育⼠が実際にどのようなケースで⽀援を⾏っているのか、困難
さを感じた事例について、アンケート調査から明らかにした。また、④昨年度、作成した
F-SOAIP の記録システムについての使⽤感についての評価を得た。 
 その結果、①については、デンマーク、アメリカ、フィンランドの⼦育て⽀援の制度の
特徴を明らかにした。②については、利⽤者⽀援専⾨員に対するインタビュー調査から、
外部の連携機関につないでいくことで地域による⽀援プロセスを明らかにした。③につ
いては、F-SOAIP に基づく記録の有効性として、プロセスの整理がなされること、情報
の共有が図られることが明らかになった。 
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図 1 本研究の調査概要と年度の計画 
 

研究分担者 
桜花学園⼤学 保育学部 

 准教授 勝浦眞仁 
国際医療福祉⼤学 医療福祉学部 

教授 ⼩嶋章吾 

埼⽟県⽴⼤学 保健医療福祉学部 

准教授 嶌末憲⼦ 

 

研究協⼒者 

⼤倉⼭元気の泉保育園 

園⻑ 中村聖⼦ 
 
A.研究⽬的 
 本研究の⽬的は、保育所において、特に配
慮や⽀援の必要な保護者への対応を保育⼠
が⾏う上で、どのような⽀援体制の構築が
可能となるのかを明らかにすることである。 

 保護者への⽀援について、保育⼠の役割
が⼤きなことはこれまでも重要視されてき
ている⼀⽅、でそれに対する保育⼠の困難
感については、これまでの先⾏研究におい
ても報告されてきた（岸本・武藤 2019 な
ど）。保護者にどのように接すればよいのか、
どうすれば過不⾜なく⽀援できるのかとい
うことは保育⼠の⼤きな関⼼事項であり、
関連する書籍も多数出版されている（例え
ば、⻄館・徳⽥ 2014 など）。そして、この
ような困難さが保育⼠としての離職につな
がっていることも想定されよう。 
 従って、配慮や⽀援の必要な保護者に対
して、どのように保育⼠が対応し、⽀援プロ
セスを構築しているのか、また課題はどこ
にあり、どのような組織的体制の構築が可
能であるのかを明らかにすることが喫緊の
課題である。 

研究目的 
①特別な支援の必要な保護者対応の支援プロセスの可視化 

②職員間の情報共有ツールの開発 
③F-SOAIPによる記録の蓄積と活用及び評価・検証

現在の課題 
保護者対応の困難さ 
記録の煩雑化

各年度の計画
令和３(2021）年度 令和4(2022）年度 令和5(2023）年度 

期待される効果 
保育士の対応力向上：支援プロセスの可視化に基づく支援への介入 
　　　　　　　　　　園内研修等による特定保護者支援への保育士対応力の向上 
保育園の組織的対応力の向上：情報共有ツールの広まりによる記録作成時間の軽減・効率化・共有力向上 
　　　　　　　　　　　　　　他職種連携の質の向上

研究組織 
研究統括：上田敏丈（保育学、質的研究） 

支援プロセス担当：勝浦眞仁（特別支援）　情報共有ツール担当：小嶋章吾、嶌末憲子（社会福祉学） 

①プロセス可視化 
　ベテラン保育士へのインタビュー 
　調査協力：9名＋α（理論飽和）

①プロセス可視化 
　他職種支援者へのインタビュー 
　調査協力：保育相談支援員　4名 
　　　　　　臨床心理士　4名

①プロセス可視化 
　支援プロセスの統合と比較に基づく 
　支援の介入、評価ポイントの確定 
　利用者へのフォローアップインタビュー

②情報共有ツールの開発 
　F-SOAIPに基づくデータベース型 
　の記録システム開発　

②情報共有ツールの開発 
　F-SOAIPに基づくデータベース型 
　の記録システムの試行と改善 
　調査協力：元気の泉保育園

③記録の蓄積と活用及び評価 
　F-SOAIPに基づくデータベース型 
　の記録システムの評価 
　調査協力：名古屋民間保育園 
　　　　　　から複数園 
　　　　　　インタビュー調査

　　　予想される成果物 
○支援の必要な保護者への適切な対応のための 
　保育士用リーフレットと園内研修での活用リーフレット 
○各園で使用可能な情報共有ツール 
　完成版システムとマニュアル 

①’ 保護者へのアンケート調査 
　  園への相談内容、不安など　

情報共有ツール：パイロット版システム　 情報共有ツール：β版システム 
　　　　　　　　活用マニュアル　

発展

活用

評価・検証・修正

反映 反映

活用
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 そのために、特に本年度は、次の具体的な
課題を明らかにする。 
⑴ 保護者⽀援に対して、海外の⼦育て⽀援
ではどのように⾏われているのかを⽂献研
究から明らかにする（分担報告 1、資料 1）。 
⑵昨年度実施した保育⼠の⾏う保護者⽀援
プロセスをアンケート調査から、保育⼠が
困難を抱える事例の特徴を明らかにする
（分担報告 2、資料 2）。 
⑶配慮の必要な保護者に対して、利⽤者⽀
援専⾨員はどのように⽀援を⾏っているの
か、そのプロセスを明らかにする（分担報告
3）。 
⑷配慮や⽀援の必要な保護者の情報を共有
するツール（パイロット版）について、その
使⽤感と課題をインタビュー調査から明ら
かにする（分担報告 4）。 
 
B.研究⽅法 
 本研究を⾏うにあたり、インタビュー・ア
ンケート調査については、研究者間で項⽬
の精選・確認を⾏い、筆頭著者の所属する⼤
学において、倫理審査委員会の承認を得て
いる。また、実際に調査を⾏う際には、配布
先の所属機関との事前協議の上、内諾を頂
き、拒否・無回答しても何の不利益もないこ
とを確認した上で、依頼を⾏った。インタビ
ュー調査については、事前に研究内容の説
明を⾏い、書⾯にて同意を得た。 
 個別の研究協⼒者の概要については、分
担報告書等に記載されている。 
 
C.研究結果 
⑴保護者⽀援に対して、海外の⼦育て⽀援
ではどのように⾏われているのか 
 保護者⽀援における保育⼠の抱える困難

感を⽂献研究からモデル化することを試み
た勝浦ら（2021）を踏まえて、特徴的な取
り組みをしている国の⼦育て⽀援について
⽂献研究から検討した。その結果、デンマー
ク、アメリカ、フィンランドの 3 カ国を取
り上げ、⼦育て⽀援の特徴を明らかにした。
3 カ国に共通しているのは、保護者が⼦ど
もの保育に携わる⼀員であるという意識が
強くあること、保育⼠が保護者をクライエ
ントして捉えるのではなく（中島，2014）、
保護者と保育⼠とが「⼦どもの最善の利益」
のために、共にその育ちを⽀える⼈として、
パートナーシップを結ぶことを⼤切にして
いることであった。むろん、⽇本の保育も連
携を重視してきているが、保育に保護者の
参画が位置付けられているとは⾔い難い。
⼦育てに携わる枠組みの中で、保育⼠、保健
師などと対等に、保護者もその⼀員として
⼦どもの育ちについての対話を重ねていく
という構造がもとめられることが明らかに
なった。 
 
⑵保育⼠が困難を抱える事例の特徴 

保育園における保護者⽀援について、具
体的にどのような場⾯でどのように⽀援さ
れているのかについては充分に明らかにな
っていない。そこで本研究は、保育⼠に対す
るアンケート調査のうち、⾃由記述の部分
から、具体的な事例と⽀援の取り組み、課題
について明らかにする。アンケート調査は、
A 県の保育⼠に対して実施をし、209 名か
ら回答を得た。その結果、困難さを感じた事
例として、①⼦どもに由来する困難感、②保
護者に由来する困難感、③保育⼠⾃⾝に由
来する困難感、④⽂化や組織に由来する困
難感に分類された。保育⼠が保護者⽀援に
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おいて感じる困難感の背景は多様であり、
単独での解決は難しく組織的な対応が求め
られる。特に保護者に由来する困難感につ
いては、⾏政等からの介⼊などの⽀援も必
要であることが⽰唆された。 
 
⑶配慮の必要な保護者に対する利⽤者⽀援
専⾨員の⽀援プロセス 
 保育所に勤務する保育⼠にとって、乳幼
児への保育だけではなく、保護者への⼦育
て⽀援もまた求められる。⼀⽅で、筆者らの
これまでの研究で明らかにしてきているよ
うに、保護者⽀援に対して保育⼠が困難感
を抱えることも少なくない。そこで、本研究
では、困難感を抱える保育⼠に対して⽀援
を⾏う利⽤者⽀援専⾨員から、どのような
⽀援を⾏っているのか、またどのような視
点で有効性を感じているのか、その課題を
明らかにしていく。A 市に勤務する 4 名の
利⽤者専⾨⽀援員に、約 3 時間のインタビ
ューを⾏った。 
 利⽤者専⾨⽀援員の⽀援プロセスについ
て、⼤きくは相談期、対応期、⽀援期という
3つの期にわかれた。相談期においては、利
⽤者⽀援を⾏う中での中⼼業務が相談であ
ること、またその中で持ち込まれる相談は
保育園とのずれが⽣じていた状態から始ま
ることが多かった。そのため、2期の対応期
では、保護者と園のずれを読み取りながら、
イメージを持つように関わったり、園との
調整を⾏うことがあるが⾏政的対応が中⼼
となるため、課題を感じている。最終的に
は、外部の連携機関につないでいくことで
地域による⽀援となるようにしていた。⼀
⽅でそうならないケースも多く、どう機関
を超えて情報共有を⾏うかが課題であった。 

 本調査から保育⼠だけでの⽀援が困難で
あること、⽀援には園を超え、地域を含めた
ネットワークが重要であることが⽰唆され
た。 
 
⑷情報を共有するツール（パイロット版）の
使⽤感と課題 

本研究では、作成した配慮や⽀援の必要
な保護者の情報を共有するツール（パイロ
ット版）について実際に使⽤した園⻑の聞
き取り調査からその評価とさらなる展開の
可能性を明らかにすることである。 
 本システムのパイロット版を約６ヶ⽉使
⽤してもらい、フィードバックを得た。保育
園の園⻑には 2022 年 10⽉に、インタビュ
ー調査を⾏った。 
 その結果、F-SOAIP に基づく記録の有効
性として、プロセスの整理がなされること、
情報の共有が図られることが明らかになっ
た。また、さらに、本システムを⽤いること
で、F-SOAIP の F のみを抽出し、⻑期的な
記録とできること、また、外部の関係者から
コメントを得ることで、F-SOAIP 記録を媒
介とした簡易なカンファレンスができる可
能性が明らかになった。 
 
D.考察 
 本年度の調査から、配慮の必要な保護者
に対する⽀援プロセスとして、保育⼠以外
の専⾨家による対応もまた必要であること
が明らかにされたといえよう。 
 配慮の必要な保護者に対して、保育⼠が
困難感を抱えることは少なくなく、本研究
では、これを「ワンケースクライシス」とし
て、1 事例による離職に繋がるものとして
捉えた。 
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 このような事例に対して、常に万全な体
制で居続けることは、コストの⾯からも困
難であるが、いくつかの段階によってフォ
ローすることも可能である。 
 第 1 に、園内での⽀援体制の構築である。
昨年度の調査も踏まえると、まず園内で保
護者とのボタンの掛け違いが起こらないよ
うにすること、保護者への初期対応が重要
であることが⽰された。よって、まず園内で
の情報共有を密にし、特に保育⼠が困難を
抱える事例については、担当保育⼠だけに
任せるのではなく、園⻑・主任と複数名で対
処することが必要である。 
 第 2 に、園を超えた対応である。特に市
役所職員や専⾨員といった⾏政職員が第三
者として介⼊することで、保護者の思いが
落ち着き問題が解消したり、あるいは転園
などの介⼊、地域の他の資源（児童相談所や
⼦育て⽀援センターなど）とつなげていく
ことで、問題が解消することもある。配慮の
必要な保護者が、保育園⼀カ所だけではな
く、様々な場所で相談したり、対応してくれ
ることで、地域全体としてのサポート体制
が必要であろう。 
 第 3 に、これらの事例について、園の保
育⼠が相談するための専⾨家による⽀援も
考えられよう。試験的ではあるが、保育園の
保育⼠が外部の専⾨家と簡易につながれる
ようなシステムの構築も求められ、本研究
で作成している F-SOAIP の記録システム
にも導⼊を検討している。 
  
E.結論 
これらの⽀援システムの構築には、情報共
有を短時間かつ効率的に⾏うことが求めら
れるだろう。そのために F-SOAIP の記録シ

ステム（パイロット版）を作成し、実際の使
⽤感のフィードバックを得たことから、よ
り使いやすいシステムへとブラッシュアッ
プが求められる。 
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